
‭夢のつばさプロジェクト‬

‭2023年秋の交流会　学生報告書‬

‭【日程】2023年10月15日(日)‬
‭【開催地】宮城県仙台市　仙台市民会館‬
‭【参加者】子供：15名(中学生3名、高校生6名、専門・大学生4名)‬
‭　　　　　保護者：2名‬
‭　　　　　学生スタッフ・OB/OG含む（社会人を含む）：16名　社会人スタッフ2名‬

‭◆2023秋の交流会について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‬
‭　皆様のご支援とご協力のもと、今年も仙台で秋の日帰り交流会を行うことができました。‬
‭今回の交流会では新しく参加してくれた子ども、学生も増えたため、改めて自己紹介や近況‬
‭報告をしました。その後スタッフと子どもたちが全員で楽しめるように企画した記憶力ゲー‬
‭ムと謎解きの２つのレクを行いました。また、同日程で行われた保護者懇談会にも2名の保‬
‭護者の方がご参加くださいました。‬
‭　以下に詳細をご報告いたします。‬

‭◆スケジュール・概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‬

‭時間‬ ‭子どもたちの動き‬ ‭保護者会の動き‬

‭13:00‬
‭13:30‬
‭14:00‬
‭14:10‬
‭15:00‬
‭15:50‬
‭16:05‬
‭16:15‬
‭16:20‬

‭子どもたち仙台駅集合‬
‭仙台市民会館到着‬
‭開会式‬
‭記憶力ゲーム ・・・①‬
‭謎解き　　　 ・・・②‬
‭閉会式・記念撮影‬
‭仙台市民会館出発‬
‭仙台駅到着‬
‭解散‬

‭14:00~15:50‬
‭保護者懇談会‬

‭①記憶力ゲーム‬
‭　最初に記憶力ゲームを行いました。４人1組のグルー‬
‭プを作り、動物の名前などお題に合わせた単語を1番目‬
‭の人が答えた後、2番目の人は1番目の人が答えた単語‬
‭に続けて自分の答えを言い、それを3番目、4番目と続‬
‭けていきます。ゲームの終盤になるにつれて覚える単‬
‭語が多くなり「前の動物の名前なんだっけ？」と次第‬
‭に声が大きくなっていきました。ゲームの終了後にも‬
‭自然と感想を言い合う様子が見られました。‬



‭②謎解き‬
‭　次に同じグループ分けで謎解きを行いました。グ‬
‭ループのメンバーで協力して仲を深めて欲しいと思‬
‭い企画したものです。簡単な問題から難しい問題ま‬
‭でさまざまな問題が用意され、なかには大人も頭を‬
‭悩ませてしまうようなものもありましたが、どの‬
‭チームも皆で知恵を出し合いながら諦めず最後まで‬
‭頑張って問題を解いていました。‬

‭◆保護者懇談会について‬
‭　今回の交流会では、子どもたちが企画を楽しんでいる間に別室で保護者の方2名、社会人‬
‭スタッフ2名、OBスタッフ1名と学生スタッフ1名で懇談会を行いました。保護者の方々か‬
‭ら子どもたちの普段の生活の様子や頑張っていることなどを伺い、またスタッフからは夏‬
‭キャンプでの様子などを詳しくお伝えしました。保護者の方からいただいたご要望は、冬‬
‭キャンプはじめ今後の活動に反映させ、よりよい活動づくりに生かしたいと思います。‬

‭◆秋の交流会を終えて‬
‭　まず、秋の交流会を無事終えられたことを嬉しく思います。春、夏と子どもたちと交流を‬
‭重ねる中でまた夢のつばさの雰囲気を取り戻すことができたことを実感いたしました。毎‬
‭回、子どもたちのために少しでも楽しめる企画を提供しようと活動を行っておりますが、交‬
‭流会やキャンプが終わって振り返ると子どもたちの言葉や楽しそうにしている笑顔からこち‬
‭らが元気をもらっているように思います。今後も子どもたちが笑顔になれる場所として子ど‬
‭もたちの成長を見守り、つながりを大切にしながら活動してまいります。‬

‭夢のつばさプロジェクト学生代表　東北大学2年　菅真紗希‬


